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9月定例市議会常任委員会審査から

■新金川病院の診療科目
−岡山市立金川病院を移設し、
指定管理者制度を導入するため
に条例整備を行う−
委員 新金川病院開院後の診療
科は内科と外科になる予定であ
る。現在、金川病院でそれ以外
の診療科を受診している人が、
今後も継続して受診できること
が一番望ましいが、その対応は。
市 診療科目は、条例の条項に
は含まれていないため、今後も
地域ニーズを踏まえて指定管理
者にしっかり伝えていきたい。
委員 診療科目等の周知を含め、
受診をしている人には丁寧な対
応をとってもらいたい。
市 診療科目については、方向
性が決定され次第、最適な説明
方法を検討したい。指定管理者、
金川病院及び御津支所と連携を
しながら、丁寧な対応が必要と
考える。
■発達障害者支援センター（仮
称）の設置
−診断・療育待ちの期間等に療
育の前段階として「プレ療育」
や親子の居場所として「ぽかぽ
か広場」等を実施予定−
委員 他都市に誇れる施設とな
るようしっかり検討し、早急に
センターを設置してほしい。
市 平成⚒⚓年度にはセンター立
ち上げ準備の作業に入る予定で、
開設時期はまだ未定だが、でき
るだけ早急に立ち上げたい。
委員 「プレ療育」が本格的な
療育にどうつながっていくのか
懸念している。民間の支援機関
が不足しているという課題等を
理解した上で、関係機関と連携
を図りながら進めてほしい。

■岡山市地域防災計画の修正
委員 防災・危機管理が消防局
へ一元化され、負担が大きくな
っている。各局が連携をとれる
体制整備を図るとともに、消防
局はリーダーシップを発揮し、
危機管理について責任を持って
やってほしい。
市 岡山市として防災・危機管
理を行っていかなければならな
いと考えている。
委員 一堂に会して防災会議が
開ける施設を設置すべきでは。
市 そのような施設を設置した
いと思っており、関係部局とも
協議する。

■岡山市サウスヴィレッジ条例
の制定

委員 指定管理期間は平成⚒⚓年
⚔月⚑日からなので、それまで
に指定管理者が業務を開始でき
る状況にしておかなければなら
ない。県による修繕等がいつ終
わり、いつ引き渡しを受けるか
について、県から確約をとり責
任を持って進めてほしい。
市 工事の期間、引き渡しの時
期などについて、早急に県に確
認したい。平成⚒⚓年の⚒月議会
に指定管理者の指定に関する議
案を提出する予定である。
指定管理者の募集段階で自主

事業の有効性や利用料金を含む
収支計画などをしっかり審査し、
ゴールデンウイーク前の開園を
目指し、指定管理者が⚔月⚑日
から本格的に準備ができるよう
進めたい。

■レンタサイクル社会実験
委員 レンタサイクルの利用対
象者としてどこに主眼を置いて
いるか。
市 岡山への観光客、また市内
在住者も含め、中心市街地に集
まる方すべてに提供するという
ことに主眼を置いている。
委員 市内を回遊する手段とし
て、自転車の重要性は高まって
いる。市民のためという観点に
重きを置き、都市交通戦略の中
に位置付けてもらいたい。

■史跡賞田廃寺跡環境整備事業
費を予算化

−復元した基壇の石材が著しく
劣化したため整備期間を延長し、
国の補助を受け石材の取り替え
を行おうとするもの−
委員 整備後の史跡を市民が活
用して学習することが重要であ
るが、その評価はしているのか。
市 文化財の活用等の実績につ
いては、発掘調査説明会等への
参加者数を目標としており、こ
れを集計している。
委員 文化財を保存するだけで
なく、広く市民が学習等の場と
して活用できるよう努めてもら
いたい。
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